めて いた 探偵小説 の 本 だ の 教科書 の 貰い 集め だの を 並 

ほんもの 

ベた のが 病み付きで、 とうとう 古本屋に なつち まい ま 

うちかか あ がき 

してね。 へへ へ。 その 中に 擤が 出来たり 餓鬼が 出来 

た り 何 か し て マゴ マゴ している 中に コンナ に 頭が 禿げ 

ちゃつ ちゃ あ モウ 取 返しが 付き やせん。 まあまあ ナマ 

クラ 者に や 似合い 相当のと ころで げしょう。 文句 は あ 

りません や。 

へェ へェ。 それ あ、 この X X クンダリへ 流れて 来る 

までに ゃガラ 相当の 苦労 も 致し やした よ。 途中で 

しょうば い はなしか 

古本屋が ィ ヤンな つち や つ て、 見よう 見 真似の 落語家 

た いこもち 

になったり、 封 巾 間にな つたり しました が、 やっぱり 皮 



マツ タク …… 古本屋て もの は 元来、 眼の 見えない 者 

が 多 いんだが、 お前 は 割合によ くわ かるから、 話 相手 

になる と 仰 言って ね …… へへ へ。 手前味噌で 恐れ入り 

ます。 いつも 御 指導 を 願って おります。 

御覧の 通り 手前 共で は、 学生さん が 御 相手で げす か 

ら、 横文字の 書物なら 全部、 大きく 原書と 書いた 貼 札 

をして 同じ 棚に 並べ てお きます ので …… ところが この 

間ゥッ カリ、 

CHOKMEY KAMO-S KOJOKY 

つて 書いた 奴 を、 何だかよ く 判らないで パラパラ ッ 

と 見た まん まに 原書つ て 書いた 札 を デカデ 力と 貼って 



…文科の 生徒さん なんか は、 試験 前に チヨ イチ ョィ来 

て、 ァノ 棚の 上の 大きな ウェブ スタ ー の 辞書 だの 

大英 百科全書 を 抱え 下して、 入り用な 字 を 引い ちゃつ 

てから、 そのまま 置きつ 放しぐ らい は 構いませんが、 

ノ J ^に 控える のが 面倒臭 いんでしょう。 その 一 頁 を 

ソッと 破って 持って行 くんです から 非道う がすよ。 よ 

く 聞いて みると 大学 校に は 修身て え 学科が 無えん だ そ 

うで …… 呆れて 物が 云えません や。 

もっと 非道い のがあります よ。 丸ごと 本 を 持って 

行って しま うんです。 つまり 万引です ね。 しかも その 

万引の 手段て えの が、 トリック 付きなん ですから 感心 



もんで さ。 そうして 中味が 変って いるか、 抜けて いる 

かしてい る 本の 前に 立って おられた 方 を、 あの方、 こ 

の 方と 思い出し ている うちに、 だんだんお 人柄が わ 

か つ て 参ります から 不思議な もンで …… この間 コンナ 

のが ありまし たよ。 これ は 又物ス ゴィ、 素敵な 本で し 

たが …… 。 

X X 医専の 生徒さん が 夏休みに 持 込んで 御座った 本 

だった と 思います がね。 御 本人 は X X の X X の 方で、 

先祖 代々 から 伝わって 来た 聖書 だと 仰 言って ね。 一 冊 

三 円で 頂戴いた しました が、 例の 通り 店番の 片手間に 

ここに 座つ てよ く 調べ てみ ますと 驚きました ね。 



チ ヨット 見る と 活字み たいです が、 一六 二 六 年に 英国 

で 出来た 筆写 本なん です。 紙が 又 大した 紙で ね。 日本 

かきつ 

の 百 円 札みたい な ネット リ した 紙に ミツ チリと 書 詰め 

たもので、 黒い 線に 青と 赤の 絵 具 を 使った 挿絵まで 這 

入って いるんで すから、 それだけ でも 大層な 珍本 でげ 

しょう。 

ちつ ，> 

ところが ソレ だけの 事なら 私 も 格別 驚きません。 

金 さえ 出せば 日本 内地で も、 相当に お 眼に かかれる シ 

口 モノなん です が、 肝 を 潰した の は、 その 聖書の 文句 

でげ す。 あれが 悪魔の 聖書と でもい つた ものでしょう 

か …… これ こそ 世界中に タッタ 一 冊し かないと 噂に 聞 



いた シ ユレ— 力 ー の BOOK OF DEVIL p 

RAYER (外道 祈禱 書) かと 思う と 私 は 気が 遠く 

なって、 真夏の 日中に ガ タガタ 震え出し たもので げす。 

ほ ん 

へ ェ …… 先生 は ソン ナ 書物の 事 をお 聞きに ならない。 

へ ェ。 そうです か。 著者の 名前 はたし かデ ュッ コ- 

シ ュ レ ー 力— と 読 むんだ ろうと 思いました がね。 むず 

かしい 綴りの 名前でした つけが …… 何でも 百年ば かり 

前の 事 だそう です がね。 有名な 英国の ロス チヤ ィル 

ド つてえ 億万長者の 二 男でした か 三男でした かが 十万 

ポンドの 懸賞 付きで 探した ことがある つてえ 仲間の 無 

駄話 を、 東京に 居る 時分に 小耳に挟んで いるに はおり 



ましたが ね。 マサカ その実 物に、 お 眼に かかろう た あ 

思いませんで したよ。 

へェ。 表紙 は ズット 大型の 黒い 皮 表紙なん で …… H 

OL Y • BIBLE と金 文字の 刻印が 打 込んで あって、 

牛 だか 馬 だか わかりません が、 頑丈な 生皮の 包 箱に 突 

込んで あります。 その 包 箱の 見返しの 中央に MICH 

AEL . SHIRO と 読める 朱墨と、 黒い 墨の 細かい 

組合わせ 文字の 紋章み たいな ものが、 消え消えに 残つ 

あつ i 

ている ところ を 見ます と、 私の カンで は 多分 天草 一 

揆頃 日本に 渡って 来て、 ミカ エル 四郎と 名乗る 日本人 

が 秘蔵して たもの じ やない か 知らん と …… へ ェ へェ。 



オヨ ソ 苦手な もんです からね。 中味 を どこかの 一行で 

も 読んで たら 持って来る 気づかい ありま せんや。 今頃 

はスッ カリ 悪魔に なり 切 つち や つ て 学校なん か 止し 

ちゃ つ て、 桃色 ギャング か 何 かで ブタ 箱に でも ブチ込 

まれて いるで しょうよ。 へへ へ …… その 学生さん の 名 

前と ぉ処は チャント 控えて おります から、 その 中に X 

X のお 宅へ お伺いしたら キット まだまだ 面白い 掘 出し 

物が あるに 違いない と 思って この 一 一、 三日 ゥズ ゥズし 

てい るんで すがね。 へへ へ。 

中味の 読出し は、 みんな 細かい 唐草模様の 花文字で、 

途中の チヤ プタの 切 リエ 合から 中み だしなん か スッカ 



たのであった。 

ァレキ サン ドル 

…… 亜歴山 大王 はァラ ビヤ 人 を 亡ぼす ために、 黒 

死病 患者の 屍体 を 荷いだ 人夫 を 連れて行って、 メッカ 

きりた 

の 町の 辻々 で その 人夫 を 一人ず つ 斬 倒お させた。 これ 

は その 極端な 悪魔 的な 精神に 於て、 近代の 戦争の やり 

ロをリ ー ド している のみならず、 遥かに ソン ナ もの を 

さすが 

超越した 偉い ところがあった。 流石 は 大王と いうより 

ほかなかった ものである。 

ぺ， I 卜ル オランダ 

…… 露西亜の 彼 得 大帝 は、 和 蘭に 行って 造船 術 を 

習った と 歴史に 書いて あるが、 これ は 真 赤な 偽りで、 

実際 は 堕胎 術と、 毒薬の 製法 を 研究に 行った の だ。 



ョ ハネ という 爺さん を 雇って 来て、 この 基督教の チン 

ドン 屋を やらせて みたが ドウ モぅ まいこと 行かない。 

そこで その 次に 出て 来た ユダヤで も 第一 等の 美男子の 

イエスと いう 男優と、 ユダヤ 第一の 美しい 女優の マリ 

ァ というの を 取組 ませて、 この 宣伝 を 街頭で やらせて 

みたら コ イツが 大々 的に 大当り を 取る ことにな つ た。 

(三十 行 削除) 

…… とい つたよう な 調子で 旧約聖書の 文句が 済み ま 

すと 今度 は 新約で ゲス。 

…… つまり その デュ ッコ つて いう 僧侶が 聖書の 中で 

基督に 成り 代って 云う のです。 「吾 は 悪魔の 救世主な 



に、 それ 相当の 悪魔 式のお 説教 を 添えて 書いて ありま 

(四十 七 行 削除) 

それから 一番お しまいの 詩篇のと ころへ 来る と、 極 

端な 恋歌ば つかりで すね。 それ も マ トモな 恋の 歌なん 

か 一 つもない ので、 邪道の 恋、 外道の 恋みたい な もの 

を 讃美した 歌ば つかり なんで 呆れ返った ワイ 本なん で 

すがね …… へェ …… 。 

ナ …… 何です か …… その 本が どこに 在る か つ て 仰 言 

るんで すか …… へへ へ。 それが 又 面白 いんです。 

今 も 申します 通り、 その 聖書 は、 ちょっと 見た とこ 



内金と 仰 言 るんで …… これ はどう も 恐れ入りました ナ_ 

あの 本 は 先生が お持ちに なつたん で …… へェ。 それ は 

ドウ モ 何とも ハヤ …… へ ェへェ …… 何と 仰 言る …… 。 

へ ェェ …… 今年の 春から 先生の 奥様に ピアノ を 教え 

に お出でになつ ている 音楽学 校 出の 若い ピアニストの 

方が、 あの 本 を 偶然に 御覧に なって、 大変に 珍しがつ 

て 借りて おいでになった。 先生 も その 時まで は 普通の 

聖書と 思って 何の 気 もな くお 貸しに なった。 へェへ 

ェ ッ …… ド …… ドッ …… どうぞお 落 付きに な つて …… 

お 落 付きに な つ て …… お 静かに …… お 静かに …… 御 

ゆっくり お話し 下さい まし …… ナナ …… なる 程。 へェ 



へ ェ。 

それから 一週間ば かり 経って、 奥様が 流産 をな すつ 

た …… 妊娠 三 箇月で …… 成る 程。 お 医者 様の 御 診察で 

は その 前にお 一 一人で X X に ドライブ をな すった のが 悪 

かった …… ナル 程。 あの 国道 はこの 頃 悪くな りました 

な。 無理 は 御座ん せんよ。 自動車が 矢鳕に 殖えました 

から ナ。 県の 土木 費 は モトの 通りな のに …… まだ ある。 

へ ェ …… 。 

タッタお 一人のお 坊ちゃんが、 牛乳ば つかりで 育て 

ておいで になった のが、 四、 五日 前に 急に お亡くなり 

になった。 食餌 中毒と いう 診断 だが、 怪しい と 仰 言る 



んで ：•：. へェ。 ドウ 怪し いんで .：：• へェ。 あの 本 を 借 

リて 行かれた ピアノの 教師が、 あの 本の 中の 毒薬 を 

使って いるに 違いない。 この頃、 貴方 様 も 胃のお 工合 

が 宜しくない。 胃が シ クシ ク お痛みになる。 XX XX 

X、 XXX かも 知れない。 へェ。 つまり 貴方 様 はズッ 

せんせい 

ト 前から その ピアノの 教師 を 疑って おいでに なつたん 

です ね。 成る 程。 その ピアノの 教師 は 芸術家 気取の 

ノッ ペリした 青年 …… 奥様 は 二度目の 奥様で、 大阪新 

聞の 美人 投票で 一 等 賞 …… アツ …… 。 

ヮ ッ …… 先生 ッ。 チヨ チヨ チヨ チ ヨットお 待ち 

下さい。 チ ヨット チ ヨット。 いいえ 放し ませぬ。 



が ソン ナ事 をな されます と あの 本 を どこから 手に入れ 

たという 事が、 警察で キット 問題になります よ。 その 

時に 私が 警察へ 呼ばれまして 正直のと ころ を 申立て 

ましたら、 先生の 御身 分 は 一 体 どうな るんで すか。 

ハ ハハ。 それ 御覧なさい。 まあまあ モウ 一度 ここへ 

お掛け 下さい。 このお 茶の 熱い ところ を 一服め し 上つ 

あつ， - 

て 下さい。 私が 何もかも ネタを 割って お話し 致し ま 

す。 モト を 申します と 何もかも 私が 悪い のです。 

ソ …… ソン ナに ビック リ なさる こと は 御座いません _ 

コレ …… この 通りお 詫び を 申 上げます。 何もかも 私 

が 悪い ので 御座います。 へェ へェ。 この 通り アヤ マリ 



ます。 どうぞ 御 勘弁 を 。 

あつ ノ 

何 をお 隠し 申しましょう …… 只今まで 私が お 話 致 

しました 事 は、 みんな ョタ なんです。 出 鰭 目なん です。 

根 も 葉 もない 作り話 なんで ゲス。 ハ ハハ。 吃驚なさい 

ノ， こ.； J-o ヽヽヽ o 

ましたカ ノノノ 

あの 御 本 はャッ パリ 普通の 聖書なん です。 もちろん 

一 六 八 〇 年度の 英国の 筆写 本なん でゲス から 相当の 珍 

本に は 間違い 御座ん せん。 三百 両 ぐらいの 価値 は 確か 

で 御座いま すが トテモ 千両なん て 踏める シロ モノ じ や 

御座ん せん。 御自身で 読んで 御覧に なれあ、 おわかり 

になります。 初めから おしまいまで 普通の 聖書の 通り 



ですから、 ツイ 退屈凌ぎに 根 も 葉 もない ョタ話 を 一席 

伺いました 訳で …… 若い 中に ナ マジ ッ 力な 学問 をした 

り 寄席へ 出たり 致しました 者 は、 ツイ 余計な お 喋 舌り 

あ-や 

が 出て 参ります ようで …… ャク ザな 学問 ほど 溢れ出し 

たがる ようで へへ へ。 …… へ ェへェ やつば リコ ゥ して 

書物の 中に 埋まって おりましても 探偵小説が 一 番 面白 

いようで まったくで 御座います。 どうかす ると ッ 

ィ 探偵小説 を 地で行つ てみたい ような 気に フ ラフラ ッ 

となり ますから 妙な もんで …… へェ。 思い も かけ ませ 

ぬお 代 を 頂戴 致しまして 恐れ入りました。 全く 根 も 葉 

もない 作り事 を 申 上げまして、 御 心配 をお かけ 申し ま 
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